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長い間心理学 の領域に於 いては、 臨床の分野を
除いて、非科学 的な ものとして退け られて きた





















1999:11)。 っまり、我々の経験は意味 に満 ちた
ものであり、人間の行動 も又、意味に満ちたもの
によ って特徴付 け られ、 かっ生 み出されるのであ
る。即 ち、我 々は実存 的意 味に対す る必要 な条件
を構成す る存在、 っま り意 味を求 める存在 なので
あ る(Kenyon1999:7)。
このよ うな意味 への志 向性 は、人 間存在 にとっ
て根源 的な ものであ る一方 で、生命 を脅 かす よう
な病気 や慢性疾患 に直面 した人 間、 つま り自 らの
根源 的価値 を揺 さぶ られ る経験 を した人 間にとっ
ては特 に顕著 に現れて くるものである。即ち、我々
は死 に直面 す ることで、それ まで自 らが保持 して
きた 自己 自身 あ るいは自己の世 界に対 す る基本的
な存在論 的前提 を打 ち砕かれ る為に、生 と死 の実
存的意 味を見 出そ うとす るので あ る(eg.Cross-
ley1997,1998,1999)0
そ こで、本稿 で は意味、 特に死の意 味について
の実 存主義 的 アプローチと、生 涯発達 的 アプ ロー
チの特徴 及び問題 点を挙げ、それを繋 ぐもの とし
てナ ラテ ィブ ・アプローチ に注 目 したい。
2,実 存主義的 アプ ローチ
多 くの実存主義者 たちは、人生の有限性、 っま
り我々が死 に逝 く存在であ るという事実への 自覚
が、そ の唯一 の価 値 と意味 の正 しい認識 の必須
条件 を構成 す る ことを著 わ して きた。 例 えば・
Sartre(1947)は 、人間の有限性 は彼 らの 自由と
個性 に とって 必 要 な条 件 で あ る と述 べ 、 また
VandenBerg(1972)は、死 は生命の質 で あ り・
その人生 の質 も又、人間存在 の価値の指標である
と述べて いる。特 に、死 の実存的意味 に対す る深
い思索 を行 ったHeidegger(1962)は 、 その古典






















































































































































3-z老 年期 に於 ける死 の意味
生涯 発達研 究 者、 特 にErikson、Newman・
Levinsonら は老年期 に於 け る人 生 の受容 と とも
に、死 と向 き合 うことの重要性 を述べて いる。即
ち老年期 とは、個人が、生涯 の究極的な試練 に立
たされる時期、言 い換えれば、人間存在が 自ら一
人で こえねば な らない死の谷の入 り口に立 たされ
ている時期で あり(Erikson,1964:133/1971:
131)、 この段階で の最終結合 に於 いて、死 はその
痛み を失 うという(Erikson,1950:232/1977:
346)。 つ まり老年期 に於 いて大切な ことは、死の
一64一
恐怖 に囚われ絶望 に陥 ることな く、死が人生 に於
いて必然で あるもの、 つ まり肯 定的、否定的価値
を付 与せず、 ただ 自然 の摂理 として、勇気を持 っ
て受 け入 れ ることなのであ る。
Eriksonは 、 この死 とい う境 界線 を もった人生
に対 す る、冷静 かっ活動的 な関心 とい う形 を とっ
て くる、「知恵wisdom」 を強調 して いる。 そ れ
は、死 に直面 しなが らも、生 その ものへ執着 のな
い関心 を もっ ことで、身体的 な衰弱 や知的機能の
衰え に も拘 らず、統合 された経 験を維持 し、他 に
伝え る努力で ある。 また、 後世 への遺物を残す為、
来 るべ き世代への要求 に答 え、 しか も残 すべ き、
全ての知識が絶対 の もので はない ことを 自覚 して
いることである(Erikson1964:133/1971:132)。
っま り、人 間存在 はその死後 に も生 き延 び るもの
を包含 してお り、 その態度 は個 の内に完結す る こ
とな く、循環 する ものであるといえ る。
即 ち我 々は、死 とい う究極的 な現実 を考慮 しな
が らも、人生 の意味を見出す という心理社会的成
長 に於 ける頂点、つ まり統合の達成 により、若 い
世代 に対 し、 それぞれの人生段階での挑戦を促す
示唆を与え る(Newman&Newman1987:555-
56)。 これをEriksonは 以下の よ うに述べて いる。
可能性、実践力、適応力 は、低下 してい くが、
張 のある心 が責任 ある諦観の才 と結 びっけば、
老人 の うちには、人間存在 の問題 をその全 て
にわた って直視す ることがで きるであろ うし
(こ れ こそ 「人格 的統合integrity」 の意味 す
るところで ある)、 次代へ の1っ の人生 の 「終
























































































で人生生涯 にわたる個人 の連続性を描 くことの困
難性 を有 して いる(Polkinghorne1988:115-6)。
即 ち、死 の実存的意味 の構造 は、発達的変化のな
かで捉え られ るべ きであるが、 それ は過去か ら現
在へ、 そ して現在 か ら未来へ とい う、単 なる一方
向的発達 と してで はな く、常時書 き換え られ、一
生発達 し続 ける能動 的なプ ロセスと して理解 され
るべ きで あろ う。
4.ナ ラテ ィブ ・アプ ローチ
では死 とい う実存 的意味 を、 その豊か な含蓄を
失 わず に、人生生涯 に於 いて発達 し、他者 との関
係性 のなかで生成 され、文化 ・歴史的文脈 に依存
した もの として捉 え ることが出来 るアプ ローチは
なんであろ うか。 っま り、実存主義 的アプ ローチ
の意味 の主体 としての個人 の強調 とともに、 それ
が社会 的に構築 され るものであ るとい うパ ラ ドッ
クスを包含 し、 その意 味の構造 もまた人生生涯 と
い う時間軸 のなかで再構成 され るもの として捉え
ることので きるア プローチ は何 か。 この問いへの
一 つの回答 として、ナ ラテ ィブ ・アプ ローチを提
示 したい。
即 ちナ ラテ ィブ ・アブmチ は、個人 的な経験
と、 デ ィスコー スな どの社会的形式 の間 に横 たわ
る、解決 不可能 な相互の関連性 への アプ ローチで
あ る(Crossley2000:39-43)。言 い換 え る と、
構造 に囚われ ることで個人の主体性 を見失 うこと
な く、且 つ、 個人 の内面 に目を向けす ぎることで・
社会性を見失 うことのないアプローチで あるとい
え る。
更 に、 ナラテ ィブ ・アプローチは意味 と発達的
視点の重視 と と もに、 言葉 を重 視す る。 事 実・
Sarbin(1986:12/1991:179)は、 人 間 は限 ら
れ た認識能力 と言語能力 とで世界を意味づ けよつ
とす る もので あるが、経験 した出来事の間 に確固
たる結 びつ きが ない場合、各個人 は、 うま く筋の
通 って いるか の検証 に耐 える、想像力を働かせた
明確 な表現へ とそれ らの出来事 を組織化 して ゆく
と述べて いる。即 ち、人間 の意識性 に対す る独特
な意味 の秩序 の特徴 を掴 む要 は、言語、っ まり経
..
験 を意 味に満ちた ものにする一 っの乗 り物、 の理
解 であ るといえよ う(Crossley2000:10)。
そ して、 その人 間存在 の基本 的次元 は時間性 で
あ り、 人々 は彼 らの人生 に対 す る説 明 と解釈 の為
に 自己のス トー リーを用 いる ことで、 ナ ラテ ィブ
は単 な る時間の移行 か ら意味 に満 ちた統合体、即
ち 自己へ と変換 す る。従 って、彼 の人生生涯 に対
す る個 人の経験 についての研究 は、 ナ ラテ ィブの
形態 の操作 とその ライ フス トー リーが他 のス トー
リー とどのよ うに結 びっいてい るかに随行 する こ
とを要求す るのである(Polkinghorne1988:119)。
また一一方 で、人 間存在 として我 々の経験 は、最
小 の投企 か ら全 ての 「人生 の一貫性」 にわた り、
如何 な る水準 に於 いて も 「脅威 を及 ぼ し」、 差 し
迫 って くる混沌 に直面 す るなかで、我 々が常 に一
貫性 と意味の秩序 を保 とうともが き続 けるなか に
存在 す るものであ る(Carr1986:91)。 即 ち、 前
述 のよ うに、生死を強 く意識す る転機、つ まり我 々
の根源 的価値 を崩壊 させ る トラウマ的な出来事へ
の遭遇 は、 その一貫性 と秩序 を揺 るが し、 それ ま
での世界 との断絶 を招 きその反応 として新 たな意
味 の秩序 を保 っナ ラテ ィブへ の志 向性 が発生 させ
る。っ まり、(や まだ2000:85)が 述 べて い るよ
うに、 それは自己 と他者 や、前 の出来事 と後 の出
来事 との深 い断絶 を経験 した際 に顕著 になるので
あ り、 その意味 に於 いて死の実存的意味はナラテ ィ
ブ ・アプ ローチによ りよ り鮮 やか に描 き出す こと
が可能 であろ う。
繰 り返 すな らば、 この人生 の語 られた本質 とナ
ラテ ィブの使用 は実存的意味 の研究 に価値 を もつ
ものである。事実、実存 的意味 は経験的で、構成
的で、 そ して言語的 に接近 で きる為 に、 このアプ
ローチは、実存 的意味 の知見 を実質的 に拡張 し、






死 と向 き合 って いる状況 に於 いてそれをやり くり
し、合理化す る為 に用い るナラテ ィブを探索 しな
ければ な らないといえ る。 言 い換 え るな らば、死
という人間 にとって最 も根源的で実存的な問題 は、
ナラテ ィブ ・アプローチ によってよ り包括的 に捉
え ることが出来 るだ ろう。
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